
令和２年度 決算のあらまし≪職員共済組合≫

短期給付事業
短期給付では、組合員や被扶養者に対する保健給付（医療、出産などに関する
給付）をはじめ、休業給付（傷病手当金、育児・介護休業手当金など）、災害
給付を行っています。

≪短期経理≫

令和２年度は、掛金・負担金の負担率を引き下げたこ
とや、コロナ禍の影響で標準報酬月額が下がった方が
多かったことなどの理由から支出が収入を上回り、短
期給付で2億7,288万円、介護保険で988万円の欠損金が
生じ、積立金を取り崩す結果となりました。

高齢者医療制度に係る拠出金等の支出が掛金・負担金
収入の大きな部分を占めており、依然として組合財政
を大きく圧迫しています。

後期高齢者支援金は、ジェネリック医薬品の使用や当
組合の実施する特定保健指導の受診によって減額する
ことが可能になります。組合員の皆さまにおかれまし
ては、引き続き日ごろの健康管理や医療の適正受診に
ご協力をお願いします。

保健給付

4,133,183 

34%

休業・災害給付

586,174 

5%

附加給付・一部負担払戻金

104,985

1%

拠出金（高齢者医療）

4,530,817

37%

介護納付金

1,328,805

11%

連合会払込金

148,803 

1%

連合会拠出金

554,853 

5%

次年度繰越支払準備金

723,434

6%

業務経理繰入金

19,981

0%

前期損益修正損

0 

0%

単位：千円
（支出）



長期給付（年金の給付）事業

≪厚生年金保険経理≫

厚生年金及び基礎年金にかかる経理です。令和２年度の収入は、保険料と負担金を合わせて約264億円になりました。

≪退職等年金預託金管理経理≫

年金払い退職給付（旧３階部分の廃止に伴う新たな給付）及び公務障害年金・公務遺族年金にかかる経理です。
令和２年度の収入は掛金と負担金を合わせて約17億円になりました。

長期給付事業の経理は、毎月組合員の皆さんの保険料と事業主負担
金をお預かりして、翌月初めに市町村連合会へ払い込む経理であ
り、損益は発生しません。

≪経過的長期経理≫

≪退職等年金経理≫

公務等障害・公務等遺族給付等にかかる経理です。令和２年度の収入は約1億3千万円になりました。

市町村連合会から預託された年金資金の余裕金を貸付経理へ貸し付けて管理運用する経理です。令和２年度の収入は
約3百万円になりました。



福祉事業

保健経理は、主に健康増進事業のことを言い、人間ドッ
ク料金の補助を含む検診事業やインフルエンザ予防接種
助成、特定健康診査、特定保健指導、生涯生活設計事業
として退職準備セミナー（あじさいセミナー）、退職者
個別相談会、40歳・50歳対象のライフプランセミナーを
実施しています。
令和２年度はコロナ禍の影響で駅伝競走大会やハイキン
グ大会が中止となり、またセミナー等もオンライン開催
など例年と違った開催方法で行いました。
令和２年度の収入は約4億1,000万円、支出は3億9,300万
円となっており、約1,700万円の利益剰余金を計上してい
ます。

≪保健経理≫

≪貸付経理≫

住宅貸付は、平成19年10月から新規貸付を休止しています。
令和２年度末の貸付利用は488件、貸付残高は７億1,800円となっています。

厚生費

315,548

77%

特定健康診査等費

26,968

7%

普及費

20,368

5%

委託費

14,106

3%

事務費等

10,844 

3%

委託管理費

3,204

1%

職員給与

2,029

0%

特別損失

11

0%

当期利益金

16,843

4%

（支出）
単位：千円


